
「今後特定看護師（仮称）の実施が可能」20％超降順リスト（医師回答）  

ン「今後特定者譲痢（仮称）の実施が可能止答えた割合で一番高かった  の曙、日医調査では、「患者・家族  

医療従事者教育」であるが、28瑚こ過ぎなかった。ただし、これについては「看疲職長（一般）が可能止する   

割合の方が高い。  

＞一方、研究班の結果では、r特定看護朗（仮称）が可能」が4割を超えるものも多く、日医調査とは対照的で   

ある。  

ン2位以降についても‘ほとんどが「医師が実施すべき」であるが、医師より「看護職員（一般）が可能」が大幅   
に上申るのは「日々の病状、経過の補足祝明（時間をかけた説明）Jであるこ  

ン「看雄職長（一般）が可能」より「特定看護師（仮称）が可軌が大きく上回るのは「腹部超音波の実軌「人工   
呼吸券モードの設定・変更の判断・実施」「心臓超音波検査の実施」であるが、これらについても「医師が実   
施すべき」との回答が6割を超える。  
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「今後特定看護師（仮称）の実施が可能」20％超′降順リスト（看護職員回答）  

ン「今後特定看護師（仮称）の実施が可軌と答えた割合で一番高かったのは、医師と同様「患者・家族堰痕従事 

音数割であるが、30・了％に過ぎなかった。ただし、これについては「看護鵬員（一般）が可能止する割合の方が   
高い。  

シー方、研究班の結果では、医師の回答ほどではないが、やはりー聴走者護師（仮称）が可軌の割合が高く、5割   
を超えるものもある。  

ン看儀職員の回答でも、ほとんどが「医師が実施すべき」であるが、医師より「看洩伸長（一般）が可軌が大幅に上   
回るのは「日々の病状、経過の補足説明（時間をかけた説軌「栄養士への食事指導依頼（既存の指示内容で）」   
r訪問者護の必要性の判断、依頼」である。  

ンr看護職鼻（一般）」より「特定者講師（仮称）が可軌が大きく上回るのは「人工呼吸器装着中の患者のウイニング   

スケジュール作成と実施」「腹部超音波検査の実施」等であるが、これらについてもー医師が実施すべき」との回答   
が6割を超える。  
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